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東京医科大学医学会幹事会・評議員会（要旨）（平成 24年 5月）
報告事項
1.　役員・委員の委嘱について
　1）　副会長の委嘱
「東京医科大学医学会会則」第 11条第 2項により、
東京医科大学副学長　飯森眞喜雄主任教授および勝
村俊仁主任教授、東京医科大学病院長　行岡哲男主
任教授に東京医科大学医学会副会長を委嘱した旨報
告があった。
　2）　平成 24・25年度医学会役員及び委員について
「東京医科大学医学会会則」第 3章及び「東京医科大
学医学会施行細則」第 1章第 1条により、評議員及
び幹事会役員・委員が選出された旨報告があった。
2.　庶務報告
　1）　平成 23年度会員数の報告があった。
　　　名誉会員数 61名、会員数 1,976名、合計 2,037名
　2）　総会報告
平成 23年度医学会総会並びに平成 24年度以降医学
会総会開催予定報告があった。
　　〈平成 23年度　開催報告〉
○第 167回　平成 23年 6月 4日（土）
　当番講座 : 公衆衛生学講座、内科学第二講座
　総　　会 : 議事
　受賞講演・表彰式 :
　　　　　　【医学会奨励賞】3演題中川　迅（社会人大学院 3年眼科学）、大
屋敷倫代（内科学第一）、久米一誠（大学
院 4年老年病学）
【医学会医学生優秀演題賞（ポスター展
示）】1演題
川口寛裕（医学部 5年）
　特別講演 : 石　龍徳　主任教授（組織・神経解剖学講座）
　（演　題）　成体脳で起こるニューロンの新生と神経
幹細胞の起源について
　座　　長 : 伊藤正裕　主任教授
　特別講演 : 近津大地　主任教授（口腔外科学講座）
　（演　題）　咬合機能の回復─インプラント治療と骨
造成について─
　座　　長 : 鈴木　衞　主任教授
　一般演題 : ポスター発表 : 一般・大学院生（67題）
　留学報告 : 4題
○第 168回　平成 23年 11月 5日（土）
　当番講座 : 免疫学講座、整形外科学講座
　受賞講演・表彰式 :
【投稿論文奨励賞】3演題
鈴木良知（産科婦人科学）、菅波佑介（小
児科学）、谷内　仁（八王子・特定集中治
療部）
【医学会奨励賞】3演題
加藤大樹（神経生理学）、木村圭介（眼科学）、吉澤成一郎（内科学第一）
　特別講演 : 荻野　均　主任教授（外科学第二講座）
　（演　題）　心臓血管外科の現状と将来展望 : 外科学
第二講座の発展をめざして
　座　　長 : 勝村俊仁　主任教授
　シンポジウム : 慢性炎症に対する取り組みと最近のトピックス
高田栄子（免疫学）、沢田哲治・伊藤禄郎（内
科学第三）、伊藤友章（皮膚科学）、臼井
嘉彦（眼科学）
　一般演題 : ポスター発表 : 一般・医学部学生・大学
院生（計 57題、うち大学院生 22題）
　留学報告 : 3題
　参加人数 : 168名
医学総合研究所・日立製作所とのジョイントセミナー
実施（ポスター展示 : 4題）
　　〈平成 24年度以降　開催予定〉
　　○第 169回　平成 24年 6月 2日（土）
　当番講座 : 健康増進スポーツ医学講座、脳神経外科
学講座
　総　　会 : 議事
　受賞講演・表彰式 :
【医学会奨励賞】3演題
小野祥太郎（社会人大学院 4年外科学第
一）、添田聖子（社会大学院 4年内科学第
一）、名和幹朗（薬理学）
　特別講演 1 : 宮澤啓介　主任教授（生化学講座）
　（演　題）　オートファジーを考える─その基礎研究
と臨床応用への展望─
　座　　長 : 黒田雅彦　主任教授（分子病理学講座）
　特別講演 2 : 土田明彦　主任教授（外科学第三講座）
　（演　題）　膵・胆管合流異常の新たなる展開─病態・
診断・治療の総点検─
　座　　長 : 内野博之　主任教授（麻酔科学講座）
　一般演題 : ポスター発表 : 一般・大学院生・専攻生（計
48題、うち大学院生 13題）
　留学報告 : 3題
　国際交流学生報告 : 4題
　募集期間 : 平成 24年 2月 15日～ 3月 15日
　　○第 170回　平成 24年 11月 17日（土）
　当番講座 : 法医学講座、外科学第二講座
　受賞講演・表彰式 :
【投稿論文奨励賞】
【医学会奨励賞】
　特別講演 : 井上　茂　主任教授（公衆衛生学講座）
　（演　題）　未定
　シンポジウム : 未定
　一般演題 : ポスター発表 : 一般・医学部学生・大学
院生・専攻生・研究生（予定）
　募集期間 : 平成 24年 7月 15日～ 8月 15日（予定）
○第 171回　平成 25年 6月 1日（土）
　当番講座 : 医学教育学講座、麻酔科学講座
○第 172回　平成 25年 11月 2日（土）
　当番講座 : 国際医学情報学講座、口腔外科学講座
○第 173回　平成 26年 6月 7日（土）予定
　当番講座 : 細胞生理学講座、乳腺科
○第 174回　平成 26年 11月 1日（土）予定
　当番講座 : 組織・神経解剖学講座、総合診療科
3.　編集報告
　1）　69巻 1号～ 4号（平成 23年）の掲載報告があった。
　 　 69巻発行部数　合計 9,175冊、頁数 580頁
　2）　学術業績集について、67巻（平成 20年）～ 69巻（平
成 22年）特別号の発行状況報告があった。
　3）　巻頭言について、69巻 1号（平成 23年）～ 71巻 1号
（平成 25年）の掲載報告及び予定の報告があった。
　4）　編集状況報告
70巻 1から 4号までの掲載状況、掲載予定の報告、
査読中論文の現在状況についての報告があった。
4.　臨床懇話会報告
　1）　開催及び開催予定報告
　　　開催報告、開催予定の報告があった。
　　〈平成 23年度～ 24年度　開催及び開催予定報告〉
第 410回（H23.4.21）老年病学　馬原孝彦　准教授
急性錯乱と起立困難を契機に診断された広範な白質
障害を伴う高齢者髄膜腫剖検例　羽生（69-4）
第 411回（H23.5.20）心臓外科　牛島輝明　講師
心肺蘇生の胸骨圧迫により右室穿孔をきたした急性
心筋梗塞の例　大滝（69-4）
第 412回（H23.6.30）外科学 3　土田明彦　准教授
化学療法と高密度焦点式超音波治療（HIFU）により
切除し得た膵頭部癌　土田（70-1）
第 413回（H23.7.11）八王子・血液内科　岩瀨　理　講師
血球貪食症候群を契機に回盲部での再発を認めた
PCNSLの検討　小田原（70-1）
第 409回（H23.9.12）茨城 : 産科・婦人科　藤村正樹　教授
卵巣がんの診断にて紹介となった AFP産生性子宮内
膜がん症例　坪井（70-1）
第 414回（H23.10.18）乳腺科　山田公人　講師
転移性骨腫瘍の原発診断に難渋した、乳癌術後症例　
池田（70-2）
第 415回（H23.11.21）外科学 4　片野素信　講師
副甲状腺機能亢進症を合併した膵内分泌癌症例
土田（70-2）
第 416回（H23.12.9）形成外科学　今井龍太郎　講師
悪性疾患の診断に難渋した左下肢熱傷の症例　池田
（70-3予定）
第 417回（H24.1.19）口腔外科学　里見貴史　講師
古典的ホジキンリンパ腫を合併した下顎歯肉扁平上
皮癌症例　山本（70-3予定）
第 418回（H24.2.8）外科学 2　杭ノ瀬昌彦　教授
ステントグラフト治療後に発生した大動脈狭窄に対
する手術経験　山科（70-4予定）
第 419回（H24.3.12）茨城・腎臓内科　平山浩一　准教授
再燃を繰り返す ANCA関連血管炎における肺結節陰
影の鑑別　瀬戸口（70-4予定）
第 420回（H24.4.26）内科学 1　伊藤良和　准教授
Eculizumab併用によって開腹胆嚢摘出術を行った再
生不良性貧血（AA）─発作性夜間ヘモグロビン尿症
（PNH）症候群（70-4予定）
第 421回（H24.5.25）外科学 1　大平達夫　准教授
HIVウイルス感染症で内服治療中に増大傾向を示し
た肺原発 Solitary Fibrous Tumor （SFT）（71-1予定）
第 422回（H24.6.25）精神医学　丸田敏雅　准教授
　HIV脳症により躁状態を呈した 1例（71-1予定）
第 423回（H24.7.9）八王子・腎臓内科　吉田雅治　教授
化膿性脊椎炎による敗血症を契機に急性腎障害及び
感染性心内膜炎を発症した例（71-1予定）
第 424回（H24.10）救急医学　予定
第 425回（H24.11）外科学 5　予定
第 426回（H24.12）腎臓内科　予定
第 427回（H25.1）小児科学　予定
審議事項
1.　平成 23年度収支決算について
　　＊平成 23年度決算について説明があり、審議した結果
承認された。
　　＊平成 23年度貸借対照表、資産現況について説明があ
り、審議した結果承認された。
2.　会計監査報告について
　　＊平成 24年 5月 14日、水口、山科両監事が会計監査
を行った結果、会計証書等適正に処理されている旨
報告があり、承認された。
3.　平成 24年度予算（案）について
　　＊平成 24年度予算（案）について説明があり、審議し
た結果、承認された。
4.　医学会名誉会員の推薦について
　　＊会則第 8条に基づき友田燁夫　前生化学講座主任教
授、下光輝一　前公衆衛生学講座主任教授、青木達
哉　前外科学第三講座主任教授の名誉会員への推薦
があり承認された。
5.　医学会会則の一部改正について
　　＊会則 6条の一部改正について説明があり、承認された。
6.　雑誌 CD化について
　　＊ CD化について継続して検討することになった。　以上の議題について審議され、案件はすべて承認された。
